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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています。

１ 全酪新報 ２月１日号 全国酪農協会
牛群検定ワンポイントレッスンその９２ 泌乳ステ－ジごとの判断に
検定成績表活用の基本である泌乳ステ－ジ毎での成績の見方を解説しています。

２ ＬＩＡＪニュ－ス１月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その７０）いろいろな乳量③
泌乳曲線などの活用を解説しています。 検定成績表見方 検索

十勝 岩手

栃木 愛知

岡山 熊本



牛群検定！点検シ－ト（その３５ 春の気温管理）
お手許の検定成績を使いながら牛群管理の点検を行います。極簡単なものなので、これを機会に検定員

といっしょに確認を行いましょう！今回は、春の暑熱対策についてチェックします。春は、暑熱対策と防寒対
策の両方に気配りしなければならない注意を要する季節です。

農家コ－ド 氏名

・検定成績表を参考に牛を観察しましょう！ 検定成績表の気象情報をご覧ください

本例での検定日気象情報は、２月３日のものです。
検定日前一週間は、１月２７日～２月２日のものです。

①最高気温が２４度以上になっていませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ →Ｙｅｓ ２４度以上で乳量減少の影響が現れます。図例ではまだまだで

すが、西日本では、４月ごろには送風扇等の暑熱対策が必要
な場合があります。

②最低気温が１３度以下になっていませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ →Ｙｅｓ １３度以下で子牛の死亡事故が増加します。日中が暖かくとも夜

間に冷え込みますので、子牛の防寒対策は初夏まで継続しな
ければなりません。

詳しい気象情報はカウダスをご覧ください


